
単位：件・％

動植物保護 施設利用 その他

21年度 4,132 1,533 1,107 139 287 328 2,271

22年度 4,019 1,445 1,005 203 237 251 2,323

22/21比 ▲2.7 ▲5.7 ▲9.2 ▲46.0 ▲17.4 ▲23.5 2.3

指　　　　　　導　　　　　　等　　　　　　件　　　　　　数

指　　　　　　　　　　　導
情報提供 その他

指導等項目

平成2３年 ９月２７日 長野県環境部自然保護課 

 

 

自然保護レンジャー活動報告の概要（平成２１・２２年度分） 

 

本県では、自然公園や自然環境保全地域等の保護や適正な利用、自然環境の保全に関する

意識の向上等を図るため、県民の皆様に「長野県自然保護レンジャー」として自然公園等の巡視

や情報提供などのボランティア活動をお願いしています。 

自然保護レンジャーの皆様から活動状況を報告いただいたので、その概要をとりまとめました。 

 

1 自然保護レンジャー活動報告の概要 

 平成 22 年度の指導及び情報提供等の総件数は、

4,019件で前年度から 2.7％減少しました。その内訳を

見ると、動植物の保護や施設利用に関する指導が

1,445 件（総件数に占める割合 36.0％）、また、施設破

損報告や地理案内、自然解説等の情報提供が251件

（同 6.2％）、ゴミ拾いや枯れ枝等除去のその他が

2,323 件（同 57.8％）となっています。この中にはシカ

の食害防護柵設置への協力もみられます。 

多くの皆さまが環境保全のために汗を流してくださ

っており、深く感謝申し上げます。 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 さらに指導の内訳では、動植物保護関連が 1,005 件（指導件数に占める割合 69.6％）、施設利

用関連が203件（同14.0％）、その他237件（同16.4％）となっています。主な指導事例を見ると、

動植物保護関連では、写真撮影や食事休憩等に伴う立入禁止区域への侵入や動植物の採取・

損傷、施設利用関連では、保護柵の修理点検や遊歩道補修整備、その他では、ゴミの持ち帰り

の呼びかけやペットの連れ込みに関する指導等が目立ちました。また、公園利用者等のマナー

や環境保護への関心は年々向上してきているとの報告も見られます。 



〇指導の内訳（構成比） 単位：％

動植物保護 施設利用 その他

21年度 100.0 72.2 9.1 18.7

22年度 100.0 69.6 14.0 16.4

指　　　導　　　総　　　数　　
指導項目

〇指導・情報提供等件数（構成比） 単位：％

指導 情報提供 その他

21年度 100.0 37.1 7.9 55.0

22年度 100.0 36.0 6.2 57.8

指　　　導　　　等　　　総　　　数　　
指導等

〇活動日数等の状況 単位：人・日・％

委嘱
人数（Ａ）

活動報告
人数（Ｂ）

延活動
日数（Ｃ）

平均活動
日数（Ｃ/Ｂ）

活動率
（Ｂ/Ａ）

21年度 372 235 3,848 16.4 63.2

22年度 373 220 3,550 16.1 59.0

22/21比 0.3 ▲6.4 ▲7.7 ▲1.5 ▲4.2

 

 

 

 

2 自然保護レンジャー活動等の状況 

平成 22 年度の活動人数は 220 人、延活動日数は 3,550 日となり、活動人数・日数ともに前年

度を下回りました。１人当たりの平均活動日数も 16.1 日となりました。この集計は、自然保護レン

ジャーの皆様から各地方事務所へ提出された報告書が元になっております。実際には、この他に

多くの方々が現場で活動をしていただいていることと思いますので、正確な活動実績を把握する

ためにも、活動実績の提出につきましてはぜひご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

ご提出いただいた活動報告につきましては、

各地方事務所において、管内の状況把握や施

設整備等の参考資料とすると共に、自然保護

課においても全体の活動状況の取りまとめを行

い、自然保護行政の参考にしております。 

また、自然保護レンジャーの皆様の今後の活

動の参考としていただくためにも、積極的に情

報提供していきたいと考えています。 

 

3 日頃の活動に関すること 

指導や情報提供等活動内容の報告に合わせ、日頃の活動に関する思いやご意見もいただき

ました。例えば、・・・自然保護啓発チラシを配布したら好評だった。・・・こどもにも環境教育の必

要性を感じる。・・・植物採取をしている方に注意をしたら素直に聞いてもらえた。・・・一方で、トレ

ッキングポールによって登山道が荒れてしまっている。登山者に、環境にやさしいポールの使い

方を理解してもらうように伝えていきたい。・・・との意見もいただきました。他にも、看板や道標、登

山道に関するご意見、ペットやトイレに関するご提案、野生鳥獣被害等現状報告など様々ですが、

いずれも、現場で活動する皆様のご苦労や工夫が感じられます。多数の貴重なご意見をいただ



き感謝申し上げます。 

なお、各地方事務所におきましては、自然環境の保全や自然公園制度等に関する研修会を

開催しております。積極的にご参加いただき、自然保護レンジャー同士の意見交換の場としても

ご活用いただく等、活動の参考にしてください。また、活動等に関する疑問やご不明な点などござ

いましたら、各地方事務所環境課又は県庁環境部自然保護課へ遠慮なくご連絡願います。 

最後になりましたが、公園巡視等の活動に際しましては、体調管理や事故防止等に十分留意

され、無理のない範囲で、引き続き本県の豊かな自然環境の保全のため活動していただきますよ

う、ご理解とご協力を宜しくお願いいたします。 

 


